
別紙５ 

○ 飼料の安全性評価基準及び評価手続の制定について（平成 20 年５月 19 日付け 20 消安第 597 号農林水産省消費・安全局長通知）一部改正

新旧対照表

（下線部は改正箇所） 

改 正 後 改 正 前 

別記１ 

鶏ひなの成長試験 

１ （略） 

２ 試験方法 

（1） （略）

（2） 供用飼料

抗菌性飼料添加物等（飼料及び飼料添加物の成分規格等に関す

る省令（昭和 51 年農林省令第 35 号）別表第１の１の（１）のウ

の表に掲げるものをいう。以下同じ。）を添加していない幼すう

用配合飼料を基礎飼料として用い、この基礎飼料の原料の一部を

供試品等で置き換えて調整する。 

（3）・（4） （略）

３ （略） 

別記１ 

鶏ひなの成長試験 

１ （略） 

２ 試験方法 

（1） （略）

（2） 供用飼料

抗菌性飼料添加物を添加していない幼すう用配合飼料を基礎飼

料として用い、この基礎飼料の原料の一部を供試品等で置き換え

て調整する。 

（3）・（4） （略）

３ （略） 

別記２ 

鶏卵のふ化試験 

１ （略） 

２ 試験方法 

（1） （略）

別記２ 

鶏卵のふ化試験 

１ （略） 

２ 試験方法 

（1） （略）



（2） 供用飼料 

抗菌性飼料添加物等を添加していない成鶏用配合飼料を基礎飼

料として用い、この基礎飼料の原料の一部を供試品等で置き換え

て調整する。 

（3）～（5） （略） 

 

３ （略） 

 

（2） 供用飼料 

抗菌性飼料添加物を添加していない成鶏用配合飼料を基礎飼料

として用い、この基礎飼料の原料の一部を供試品等で置き換えて

調整する。 

（3）～（5） （略） 

 

３ （略） 

 

 別記４ 

 

豚の成長試験 

１ （略） 

 

２ 試験方法 

（1） （略） 

（2） 供用飼料 

抗菌性飼料添加物等を添加していない子豚育成用配合飼料を基

礎飼料として用い、この基礎飼料の原料の一部を供試品等で置き

換えて調整する。また、各供試飼料には DE 測定用の指示物質と

して酸化クロム（Cr2O3）を 0.1～0.2%、酸不溶性灰分を 1.0%若し

くは酸化チタンを 0.1%ずつ添加する。 

（3）・（4） （略） 

 

３ （略） 

 別記４ 

 

豚の成長試験 

１ （略） 

 

２ 試験方法 

（1） （略） 

（2） 供用飼料 

抗菌性飼料添加物を添加していない子豚育成用配合飼料を基礎

飼料として用い、この基礎飼料の原料の一部を供試品等で置き換

えて調整する。また、各供試飼料には DE 測定用の指示物質とし

て酸化クロム（Cr2O3）を 0.1～0.2%、酸不溶性灰分を 1.0%若しく

は酸化チタンを 0.1%ずつ添加する。 

（3）・（4） （略） 

 

３ （略）   
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